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	１　助成対象事業
	２　支援の対象者
	この事業により支援を受ける資格を有する者は、本学の正規の課程に学位取得を目的に在籍している者
	３　申請者
	本学の学生（推薦者は本学の教員）
	４　申請方法
	５　募集期間
	６　選考方法
	７　報告書
	１　目的及び支援対象者
	２　支給額
	３　支給期間
	４　募集人員
	５　提出書類等
	６　選考方法
	選考は、高知大学留学生専門委員会での決定に基づき、高知大学国際交流基金管理委員会において審議し、学長が決定する。
	７　報告書
	事業終了後１ヶ月以内に実施報告書（様式4-1）および調査書（様式7）を作成し、申請者が所属する所属部局等で取りまとめ、部局長の評価を得て、国際交流基金管理委員会（事務担当：国際交流室国際企画係）に提出すること。
	８　注意事項
	支援を受けることが決定した者は、高知大学国際交流基金管理委員会が実施する事業、交付
	式や報告会等に特別の事情がない限り参加しなければならない。また毎月在籍確認を行うこと。
	１　目的及び支援対象者
	協定等に基づき外国の大学へ留学（３ヶ月～１年間）する次の本学学生に対して、留学支援のための奨学金を支給し、入学後の学習効果の向上を図る。
	（１）学部及び大学院の正規課程に在籍している者
	（２）学業・人物ともに優れ、経済的援助が必要であると認められる者
	（３）留学期間終了後、本学に戻り、学業を継続する者または学位を取得する者
	ただし、他の団体等から月額８万円以上の派遣奨学金等を受けることが決定している者を除く。
	２　支給額
	留学支援のための奨学金として支給する。ただし支給額は次のとおりとする。
	アジア方面：１５万円、アメリカ・オセアニア・ヨーロッパ方面：１８万円
	３　募集人員
	４　留学開始時期
	平成２９年１２月１日から平成３０年４月３０日までに留学を開始する者を対象とする。
	５　提出書類等
	６　選考方法
	選考は、高知大学留学生専門委員会での決定に基づき、高知大学国際交流基金管理委員会において審議し、学長が決定する。
	７　報告書
	留学期間終了後１ヶ月以内に実施報告書（様式５－１）および調査書（様式７）を作成し、申請者が所属する所属部局等で取りまとめ、所属長の評価を得て、国際交流基金管理委員会に提出すること。

